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１ 今年度の目的 

 ①自分たちも観測により浮いて見える浮島の発生・観

測条件について確認を行う。 

 ②再現実験から浮島の条件を確認する。 

 ③シミュレーションにより野外で観測される浮島現象

の光路を可視化し、科学的に浮島現象が見える仕組み

を説明する。 

２ 方法 

Ａ 野外観測 

  宇城市不知火町永尾神社から夏・冬、早朝・日中、

海岸・観望所で観測を行う。 

図 1 観測場所（国土地理院より引用、加筆） 

Ｂ 発生・観測条件 

全体の均等な加熱が可能なシリコンラバーヒーター

を用いて実験装置を作成し、再現に取り組む。 

図２ 制作した浮島再現装置 

Ｃ 発生原理 

 実際に海面上の気温の温度分布を計測することは困 

 難であるためヒーターから得たデータから独自のシ 

 ミュレーションを行った。 

３ 結果 

Ａ 野外観測（よく浮いて見えた条件） 

(1)温度差が大きいとき。 

(2)夏よりも冬の方。昼よりも早朝。 

(3)観測点は、観望所より高さの低い海岸。 

(4)10 ㎞程度が見やすい。 

Ｂ 発生・観測条件 

(1)ヒーターの温度が高くなるほど浮いて見える。 

しかし、限界があり、高すぎると対象が揺らぎ見えづら

くなる。 

(2)観測点の高さが低いほど明瞭な浮島が見られた。 

温度差が大きくても、観測点の高さが高ければ浮島を見

ることはできない。 

→観測点の高さが大きく影響している！ 

 

Ｃ 発生原理 

昼間の景色の中の高さの異なるいくつかの光源に着目

してみると、対象物の高さにより見え方が異なる。また、

観測点の位置が低いほど消失部、反転部は拡大する。よ

って島が浮いて見える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 光源の高さによる光路の違い（左：5m 右：1m） 

 

４ 考察 

観測や再現実験、シミュレーションにより、明らかにし

た浮島の発生・観測条件は以下の 3 つである。 

(1)気温と海水温の温度差がある。…冬の早朝 

(2)観測点の高さが低い。    …満潮時の海岸 

(3)適当な距離がある。     …10 ㎞程の距離 

 

５ 結論および成果 

・浮島現象を再現し、記録することに成功し、観測によ

り分かった浮島現象の発生・観測条件を確認できた。 

・海面上は、気温が急変して密度変化が大きい。よって、

海面付近を通過する光は屈折し、浮島が発生する。 

・室内で再現実験を行い、野外観測では排除が難しい地

球の丸い効果を除くことで、光の屈折だけでの浮き具

合を調べることができた。 
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